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1 Szántai Zsolt（2001）Haikuk és wakák.Szukits Kiadó  





1906 年 Baráthosi-Balogh Benedek  (4 首) 
1920 年 Bardócz Árpád (8 首) 
1923 年から Kosztolányi Dezső （21 首） 
1924 年 Barna János（11首） 
1988 年 Rácz István (4 首) 
2001 年 Szántai Zsolt（全訳） 
2014 年 大阪大学ハンガリー語専攻（全訳） 











































歌の翻訳を辿ってから、第 4 章で『百人一首』の英訳史を 1866 年 7の Frederic Victor 




次に『百人一首』の英訳に注目したのは、アメリカ人の Nicholas J. Teele 氏（以下

































                                                   
8 テール氏は単著のものと吉海直人氏と共著のものがある。論文の完全リストは参考文献を参
照。 
9 Joshua S. Mostow（1996） Pictures of the Heart. University of Hawai'i Press  
10 2010 年 6 月 8 日日文研フォーラム『「訳する」とはどういうことか？：翻訳を歴史的現象と
して考える』 





























                                                   
12 島津忠夫（1969）『百人一首訳注』角川文庫 
































































のコーパスの基盤を成しているのは以下の翻訳の中の 25 訳である。8 番と 9 番、12 番、
                                                   
16 これは『百人一首』の完訳のみである。英訳リストは付録表 2.を参照。 






翻訳者 題名 年 
1.Frederic Victor Dickins Translations of JAPANESE ODES from the H’
YAK NIN IS’ SHIU, (Stanzas from a Hundred 
Poets) 
1865 年 
2.Frederic Victor Dickins HYAK NIN IS’SHIU, or STANZAS BY A CENTURY 
OF POETS, BEING JAPANESE LYRICAL ODES 
1866 年 
3.Clay McCauley18 Hyakunin isshu (Single Songs of a Hundred 
Poets) 
1899 年  
4.Noguchi Yone(野口米次郎)19 Hyaku Nin Isshu in English 1907 年 
5.Komiya Suishin(小宮水心) 百人一首 : 欧文訳・小品文訳・五言絶句訳 1908 年 
6.Frederic Victor Dickins A Translation of the Japanese Anthology 
known as Hyakunin Isshiu, or a Hundred 
Poems by a Hundred Poets 
1909 年 
7.William Porter A Hundred Verses from Old Japan – being a 




百人一首 : 句々対訳 1909 年 
9.Tanaka F. Fukuzo (漢字名
が見当たらなかった) 
Songs of Hyakunin-isshu Anglicized : Poems 
of Thirty-one Syllables Known as the 
"Tanka" or "Waka", Representing the Work 
of One Hundred Famous Poets and Poetesses 
of Different Ages 
1938 年 
                                                   





翻訳者 題名 年 
10.Yoshida Ryūei （ 吉 田龍
英）20 
A hundred poems of old Japan 1941 年 
11.Honda Heihachirō (本多
平八郎) 
One Hundred Poems from One Hundred Poets – 
Being a Translation of the Ogura Hyaku-
nin-isshiu 
1947 年 
12.Yasuda Ken (安田健) 歌カルタ百人一首 Poem Card 1948 年 
13.Sharman Grant One Hundred Poets: A Japanese Anthology. 
Ogura Hyakunin Isshu 
1965 年 
14.Howard Seymour Levy Japan's best loved poetry classic, 
Hyakunin isshu 
1976 年 
15.Miyata Haruo (宮田明夫) 英訳小倉百人一首 1981 年 
16.Tom Galt The Little Treasury of One Hundred People, 
One Poem Each 
1982 年 
17.Marie Myerscough  Poetic Japanese Pottery –  An 




ものぐさ 小倉百人一首 1985 年 
19.James Kirkup 監修 One Hundred Poems by One Hundred Poets 1989 年 
20.Idei Mitsuya (出井光哉) The 100 Tanka Poems by the 100 Celebrated 
Poets 
1991 年 
21.Steven Carter One Hundred Poems by One Hundred Poets 1991 年 
22.Joshua S.Mostow Pictures of the Heart – The Hyakunin Isshu 




対訳・百人一首 1997 年 
24.Peter McMillan21 A Translation of the Ogura Hyakunin Isshu 2008 年 
                                                   
20 ポーター訳を用いているが、原典に関して論じている点がある。 




翻訳者 題名 年 
– One Hundred Poets, One Poem Each 
25.Miyashita Emiko (宮下恵美子), 
Michael Dylan Welch 
Hyakunin Isshu 2008 年 
26.Stuart Varnam-Atkin バイリンガル版ちはやふる 2011 年 と
2012 年 
27.Frank Watson One Hundred Leaves 2012 年 
28.Peter MacMillan  英語で読む百人一首 2017 年 














































































































































                                                   
23 宮下恵美子氏と Michael Dylan Welch（以下ウェルチ）氏の共著の訳も同様の理由で日本人
訳者の表に入れることにした。 




































1866 年 Chi-haya-buru 『百人一首峯梯』 
3.Clay McCauley 1899 年  Chihayaburu Dickins, Chamberlain 
4.Frederic Victor 
Dickins 








5.William Porter 1909 年 Chi haya furu Chamberlain, Dickins, 
McCauley、『千載百人一
首倭寿』  
6.Howard Seymour Levy 1976 年 ちはやぶる 井 上 宗 雄 、 伊 藤 秀 文
(1975) 
7.Tom Galt 1982 年 Chiha yaburu 不明 
8.Marie Myerscough  1984 年 ち は や ぶ る /Chihaya 
buru 
不明 
9.Steven Carter 1991 年 Chihayaburu 新編国歌大観 
10.Joshua S.Mostow 1996 年 Chihayaburu  有吉保（1983年）他 
11.Peter McMillan 2008 年 Chihayaburu/ちはやぶ
る 
島津忠夫（1969 年） 
12.Stuart Varnam-Atkin 2011 －
2012 年 
ちはやぶる 不明 
13.Frank Watson 2012 年 Chihayaburu/ちはやぶ
る 
不明 
14.Peter MacMillan  2017 年 ちはやぶる 有吉保(1983 年)他 






文献についての記述を残していないが、1866 年と 1909 年の訳ではそれについて言及して
いる。1866 年出版の英訳の序文で、 
「原文は一番信頼できる、精密と思った『百人一首峯梯』に沿ったものである」 











ディキンズ氏に続き、1899 年に出版された Clay McCauley(以下「マコレー」と略す）
訳も、ディキンズ氏と同様に濁音になっている。マコレー氏がディキンズ訳を参考にして
いると述べており、その他チェンバレン氏の 1877 年出版の『Transactions of the 
Asiatic Society of Japan』に発表された『On the use of " Pillow-words " and " 









                                                   
27 英語原文は次のようになっている。1866 年： I have followed the text given in the 
Hyak Nin Is’- shiu Mine no Kakehash, or ’steps of the Summit of the Hundred 
Odes of a Hundred Poets’which has appeared to me to be the fullest and most 
reliable of all explanatory works on the subject that I have seen, and I have 
given short accounts of the allusions contained in the Odes, and of the authors 
of these, taken from the above work. 1909 年：The editions I have used are the 
following: -Hyakunin Isshu miné no kakehashi („Steps to the complete 
Understanding of the Hundred Poets”), Sensai Hyakunin Isshiu Yamato kotobuki 
(„The Ever-Famous Anthology of the Hundred Poets”)and the chief of all, the 
Hyakunin Isshu isseki-wa („One evening’s talk on the Hyakunin ”- i.e. a brief 
commentary; the title being a humilific one）  
28  The illustrations have been reproduced from a native edition of the Hyaku-nin-
isshiu, which probably dates from the end of the eighteenth century, and which 


























次の外国人訳者までかなり長い、67 年間のギャップがある。Howard Seymur Levy(以下
                                                   
29 吉海直人（1997）『「千載百人一首倭寿」の翻刻と解題』同志社女子大学日本語日本文学第 9
号 79～112 頁 
30 相違箇所は付録 1.を参照。 
31 川村ハツエ（1992）『TANKA の魅力』268 頁 
32 論者も『百人一首の英訳から見る「ちはやぶる」表記の変遷』で出典は『千載百人一首倭
寿』であったと述べたが、調査結果によりその結論を改訂する。 








一首鑑賞とかるた上達法』であったと推測できる。その次の 1982 年出版のガルト訳と 
1984 年出版の Marie Myerscough（以下「マイヤスコー」と略す）訳は、原典の表記の出
典は不明であるが、「ちはやぶる」と濁音になっていることが確認できる。 
1991 年に Steven Carter（以下「カーター」と略す）の『百人一首』訳が氏の
『Traditional Japanese Poetry』というアンソロジーに掲載され、出典として新編国歌
大観をあげている 35。そのため、業平歌が濁音表記になっている 36。その次の 1996 年の
モストウ訳は、原典の主な出典として有吉保氏を挙げており、表記が有吉氏と同様である。
マクミラン氏は 2008 年と 2018 年の訳に島津忠夫氏を、2017 年の訳に有吉保氏を挙げて












1.Noguchi Yone(野口 米次郎) 1907 年 なし - 
2.Komiya Suishin(小宮水心) 1908 年 ちはやふる 不明 
                                                   
34 井上宗雄氏と伊藤秀文共著の『小倉百人一首- 鑑賞とかるた上達法』旺文社 1975 年。レビ
ー氏は出版年を 1976 年としている。 
35 モスト―氏が自分の訳本でカーター氏の参考文献の貧しさを厳しく批判している。（モス
トウ（1996）83 頁） 






3.Yoshida Ryūei（吉田龍英 1941 年 千早ふる 不明 
4.Honda Heihachirō (本多平
八郎) 
1947 年 Chihaya furu/ちはや
ふる 
不明 
5.Yasuda Ken (安田健) 1948 Chihayafuru 不明 





1985 年 ちはやぶる 不明 
8.James Kirkup 監修 1989 年 ちはやふる 不明 
















ディキンズ訳 1866 年 
In fisher's barque I onward glide 
O'er th' broad expanse of ocean's tide, 
And towards th' horizon when I turn 
My glance I scarcely can discern 
Where the white-tipped billows end, 
That with the cloud-horizon blend. 
                                                   




小宮訳 1908 年 
I glide over the broad expanse of ocean and 
toward the horizon. When I turn my glance I can 
scarely discern white-tipped billows with the 
cloud-horizon blend. 
 



















上記の 4 名が清音表記を用いているが、次の、1981 年出版の宮田氏の訳から日本人訳
                                                   
38  「 Mr. William N.Porter has translated the titles and ranks of the poets, and 
these I have borrowed in my version, for which I must humbly apologize to him, 








































に千劔破とも千磐破ともかりてかけり。これ又濁れる証なり」（和泉書院本 95 頁）42。 
また賀茂真淵の『冠辞考』に 
「夫は本より濁れり。故に夫の仮字を用ゐ、破と借てかき、辞の意も濁るべき也」

















                                                   
41 吉海直人（2017）『「ちはやぶる」幻想―清濁をめぐって―』同志社女子大学大学院文学研
究科紀要 17 号 24 頁 
42 ただし、吉海氏は「『万葉集』の中に「千劔破」という漢字表記は見当たらなかった。下っ
て『太平記』には認められる。」と指摘している。（上同） 
43 上同 25 頁 
































                                                   
46 吉海直人（2017）『「ちはやぶる」幻想―清濁をめぐって―』同志社女子大学大学院文学研
























1865 年 なし 『南留別志』1736年,他不明 
2.Frederic Victor 
Dickins 
1866 年 Ashibiki no 『百人一首峯梯』 
3.Clay McCauley 1899 年  Ashibiki no  Dickins, Chamberlain 
4.Frederic Victor 
Dickins 
1909 年 Ashibikino 『百人一首峯梯』、『千載百人
一首倭寿』、『百人一首一夕
話』 
5.William Porter 1909 年 Ashibiki no Chamberlain, Dickins, 
McCauley、『千載百人一首倭
寿』  






7.Tom Galt 1982 年 Ashibiki no 不明 
8.Marie Myerscough  1984 年 あしびきの 不明 
9.Steven Carter 1991 年 Ashibiki no 新 編 国 歌 大 観 （ ? ） Tom 
Galt(1982 年) 
10.Joshua S.Mostow 1996 年 Ashi-biki no (た
だし、解説のとこ
ろ に  ashi-hiki 
no) 
有吉保（1983年）他 




13.Frank Watson 2012 年 Ashi-biki no 不明 
14.Peter MacMillan  2017 年 あしびきの 有吉保(1983 年)他 

























1.Noguchi Yone(野口 米次郎) 1907 年 なし  
2.Komiya Suishin(小宮水心) 1908 年 あしびきの 不明 
3.Yoshida Ryūei（吉田龍英 1941 年 足曳きの 不明 
4.Honda Heihachirō (本多平
八郎) 
1947 年 Ashibiki no 不明 
5.Yasuda Ken (安田健) 1948 年 Ashibiki no 不明 
6.Miyata Haruo (宮田明夫) 1981 年 Ashibiki no 不明 
7.Takei Takamichi (武 井隆
道) 
1985 年 あしびきの 不明 
8.James Kirkup 監修 1989 年 あしびきの 不明 
9.Idei Mitsuya (出井光哉) 1991 年 あしひきの 不明 
10.Miyashita Emiko (宮下恵
美子), Michael Dylan Welch 









































                                                   
47 長谷川哲夫（2015）『百人一首私注』風間書房 34 頁 

































































婚姻制度と恋愛譚』中公新書 2012 年を参照。 
52 『伊勢物語』69 段では女が男のところへ行く用例が見られるが、例外である。 















「『百人一首』の場合、一人称の代名詞が 100 首の内 12 首に使われている。これに
加えて、一人称の意味で使われている「身」も 7 例が確認できる。これは合わせて
19 首であり、『百人一首』の 20％弱である。野口訳の場合、一人称代名詞が 74 首に
使用されており、斎藤訳は 70 首、ディキンズ訳は訳された 99 首の内 84 首に用い、
マコレー訳に 78 首に使われている。興味深いことに、日本人訳者は西洋の訳者に比
べて一人称代名詞の使用頻度が低い。」55 
                                                                                                                                                     
(waka)』https://cjs.revues.org/270 （2017 年 5 月 27 日アクセス） 
54 厳密に言えば、これは代詠になるが、異性の立場で詠まれたという要素は同類である。 
55 “In the case of the Hyakunin Isshu, the first person pronoun is used in twelve 
of the one hundred poems. In addition to this, the word “mi”(身)is used with the 
sense of the first person seven times, for a total of nineteen out of one hundred 
poems, or almost twenty per cent. In contrast to this, Noguchi's translation 
contains 74 poems which use a first person pronoun, Saito's 70, Dickins's 84 (out 
of the 99 poems he translated), and MacCauley 78. It is interesting to note that 
the Japanese translators have fewer poems with the first person pronouns than the 
Western translators.”Nicholas J. Teele（2002）English Translations of the Hyakunin 










Must I sleep alone 
through the long autumn nights, 
long like the dragging tail 
of the mountain pheasant 


















































                                                   







表 7. 女性として解釈可能な歌 






























表 5.のごとく、女性の立場で詠まれたとされている歌は 4 首ある。一方、明確にされ




番号 男 女 
3 4 0 
38 
 
番号 男 女 
18 1 0 
21 2 0 
47 0 0 
85 1 0 
91 0 0 








番歌、そして明らかに女性の立場で詠まれた 21 番と 97 番の歌も確認する。これで原典の
性別が明らかでない 2首と、性別が明らかである 2首、合計 4 首を探ってみる。 
人丸歌の 4 例の内、3例はディキンズ訳である。 
ディキンズ訳 (1865 年)57 
The hill-side fowl his long-drooped tail 
Sweeps o’er the ground: so drags the night. 
My lonely plight 







                                                   
57 1866 年の訳は同様であるため、ここでは省略する。 
39 
 
The long hours slowly   
drag as the mountain-bird  
his feathery tail drags 
amid the leafy forests ― 








Must I sleep alone  
through the long autumn nights, 
long like the dragging tail  
of the mountain pheasant 


































Even though I vow not to think of her 
I cannot help but think of her  
All through this night, long  
Like the tail of the mountain-pheasant 






                                                   
58 阿部誠文「『百人一首』考」九州女子大学紀要 2009 年 39 号 69 頁 
41 
 










Oh, maiden! Heedless of thy vow, 
Why com’st thou not? ‘Tis “long-moon” night, 
And th’ Ariake moon shines now, 
Forgetfulless with welcome light.  










She promised me soon 
To come and since twilight 
I’ve waited for her… 
Now only the morning moon 




























On Matsho’s shore, our meeting place, 
At dusky hour of night, I wait 
My longed-for mistress to embrace; 
Ah, why then lingerest thou so late! 
                                                   




My fervent passion, than the fire 









Myself as ardent 
As the kelp burnt here for salt 
In the evening calm 
Of the Cove of Sails, I wait 








For the man who doesn’t come 
I wait at the Bay of Matsuo –  
in the evening calm  
where they boil seaweed for salt, 








































以上のように、本来「待恋」の歌であった 21 番と 97 番の歌は、モストウ氏以外の訳に
おいては、詠歌主体が男性に変化したわけである。3 番と 91 番の歌も同様に、英訳にお








前述のように、日本での研究においては 21 番と 97 番の歌は女性の立場で詠まれた歌
とされている。「ひとりかもねん」が詠まれている 3番と 91番の歌について考察する前に、
21番と 97番の歌の先行研究を確認しておきたい。 
21 番と 97 番の歌に関しては、先行研究で詠歌主体を男性とするものが見当たらなかっ











                                                   
60 鈴木知太郎（1966）『小倉百人一首』さるびあ出版 92 頁 






























                                                   
62 鈴木知太郎（1966）『小倉百人一首』さるびあ出版 247 頁 







９. ゆふされば あしへにさわき あけくれば おきになづさふ かもすらも つ
まとたぐひて わがをには しもなふりそと しろたへの はねさしかへて うち
はらひ さぬとふものを ゆくみづの かへらぬごとく ふくかぜの みえぬがご
とく あともなき よのひとにして わかれにし いもがきせてし なれごろも 





















                                                   
65 『日本古典文学全集』は「山おろし」 





「わがせこは まてどきまさず かりがねも とよみてさむし ぬばたまの よも
ふけにけり さよふくと あらしのふけば たちまつに わがころもでに おくし
もも ひにさえわたり ふるゆきも こほりわたりぬ いまさらに きみきまさめ
や さなかづら のちもあはむと おほぶねの おもひたのめど うつつには き
みにはあはず いめにだに あふとみえこそ あめのたりよに」 
とあり、夫の訪れを待っている女性の歌である。歌の「たちまつに わがころもでに お
くしもも ひにさえわたり ふるゆきも こほりわたりぬ いまさらに きみきまさめ
や」が 8.の「あらしのふきてさむきよをきみきまさずは」と同様の内容であり、8.は同
類の、女性が男性を待っている歌であると言える。10.の場合、前に置かれている「わぎ
もこは ころもにあらなむ あきかぜの さむきこのころ したにきましを」は同じく
















































                                                   
67 久保田淳（1973）『新古今歌人の研究』東京大学出版会 814～815 頁 
68 上坂信男（1979）『百人一首耽美の空間』 右文書院 44～45 頁 






























                                                   
70 糸井通浩・吉田究編（1989）『小倉百人一首の言語空間』世界思想社 111 頁 
71 長谷川哲夫（2015）『百人一首私注』風間書房 37 頁 






























                                                   
73 高橋千劔破編(1992)『百人一首 100 人の歌人』新人物往来社 17 頁 
74 鈴木日出男（1990）『百人一首』筑摩書房 16～17 頁 





























                                                   
76 吉海直人『百人一首の正体』角川ソフィア文庫 2016 年 141～142 頁 
77 徳原茂美『百人一首の研究』和泉書院 2015 年 62 頁 





























































































                                                   
79 カーロイ・オルショヤ（2016）『「浅茅生の小野の篠原」の英訳の問題点と新しい翻訳の試





























Though I reveal my love 
                                                   
80 フィットレル・アーロン（2017）『同音反復式の序詞の翻訳に関する一考察』（人文 16 号）
265 頁 
81 詳細は付録 4.と付録 5.を参照。序詞と主想との関係が二つ創作されている翻訳もある。 
57 
 
As sparingly as the sparse reeds 
That grow in low bamboo fields, 
It overwhelms me-why is it 































My feeling I try to hide away, 
Hidden like the low bamboo 
But like the reeds they sometimes sprout... 
















On this plain of bamboo grass 
It is the reeds 
That stand out now 




































































                                                   
84 参考文献で提示されている吉海氏の諸本や論文を参照。 
85 長谷川哲夫（2017）『百人一首私注』1 頁 
86 石田吉貞（1956）『百人一首評解』有精堂出版 125～127 頁 
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「浅茅生の小野の篠原忍ぶとも人はしらじなとふ人なしに」（古今和歌六帖第 6・3898） 
89 吉海直人（1993 ）『百人一首の新考察』世界思想社 126～128 頁 
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94 『拾遺愚草』2249、『定家名号七十首』3。これらの歌も後で考察する。 

































                                                   
97 竹岡正夫（1976）『古今和歌集全評釈下』右文書院 63～66 頁 
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Azt gondoltam eső esik, 
pedig a szemem könnyezik. 
Az én szemem sűrű felhő, 
s onnant ver engem az eső. 
（雨が降っていると思ったが、（実は）目から涙がこぼれている。私の目は暗い雲で、
そこから降っている涙に私が打たれている。） 
                                                   































































































                                                   


























































                                                   
105 「As there is neither rhyme nor, properly speaking, rhythm in old Japanese verse, 
this word-jugglery was, with the literary epithets (makura-kotoba, the so-called 
pillow-words), the only decoration available, apart from diction and inversion, 
together with some license in syntax. The form of the word-plays can, of course, 
hardly ever be even imitated, but their value can be often more or less preserved 
in the translation. 」吉海直人編集『百人一首研究資料集第五巻英訳百人一首』クレス



















Even if I depart 
And go to Inaba Mountain, 
On whose peak grow 
Pines, if I hear you pine for me, 






                                                   






























































                                                   


































いないのに対し、英訳においては 15 名（ディキンズ氏 1866 年、野口氏、小宮氏、ポー
ター氏、本田氏、レビー氏、宮田氏、マイヤスコー氏、武井氏、カーカップ監修、出井氏、
マクミラン氏 2008 年、宮下氏・ウェルチ氏、アトキン氏、マクミラン氏 2017 年と 2018
年）はこの情報を翻訳に追加し、訳出している。これが翻訳における「余分」である。 
                                                   
111 長谷川哲夫（2015）『百人一首私注』風間書房 360～361 頁 
112 家鄕隆文（1989）『百人一首・その隠された主題』桜楓社 134 頁  







一つの意味を訳しているのは 11名、ディキンズ氏 1865 年と野口氏、小宮氏、ディキン





二つの意味を訳出しているのは 13 名、ディキンズ氏 1866 年とマコレー氏、安田氏、
カーカップ監修、出井氏、カーター氏、モストウ氏、マクミラン氏 2008 年、宮下氏・
ウェルチ氏、アトキン氏、ワトソン氏、そして、マクミラン氏の 2017年と 2018 年である。
これらの訳は全て「風が吹く」と「夜が更ける」の意味を訳出しており、注目すべきなの
は、1989 年から全ての訳において二つの意味が含まれていることである。これが、掛詞
に対して翻訳者の意識が高まり、掛詞の翻訳が増えたと考えられる。       
疑いの余地がなく掛詞の三つの意味が訳されていると判断できるものは見当たらなかっ





the autumn wind in its mountains 
deepens the night and 
in the former capital, cold 
I hear fulling of cloth. 
(綺麗なヨシノで 
秋風がその山々に 
                                                   













マクミラン氏の 2018年 116の訳は以下のようである。 
 
A cold mountain wind blows down 
on the old capital of Yoshino, 
and as the autumn night deepens 
I can hear the chilly pounding 













                                                   
116 2017 年の訳と「ふるさと」の訳し方のみ異なり、「さよふけて」の関する部分は 2017 年
























とり、美貌が衰えたという内容である。また、素性法師の 21 番の歌 117では、定家の解釈
で詠歌主体が一晩だけではなく、何ヵ月も恋人を待っていたとしている。詠歌主体が年を
取った内容ではないが、相手を長く待っていたという面では同類の歌であるといえる。こ




                                                   
117 第 3 章と第 5 章を参照。 































                                                   































                                                   

















































































表 9. 『百人一首』の「有明（の月）」と「暁」、「朝ぼらけ」 





















81 後 徳 大 寺 ほととぎす鳴つるかたをながむればただありあけの 有明の月 
84 
 



























                                                   
121 「the period in the day when light from the sun begins to appear in the sky」「the 
part of the day from the time when the sun rises or you wake up until the middle 


















5.2.1 単独の「有明（の月）」の英訳のイメージ ― 21 番と 81 番の歌 
 







翻訳者、年 有明の月 日本語 
1.Frederic Victor Dickins 、 
1865 年 
the moon withdraws her pallid 
light/As breaks the morn 
朝になるにつれて、月
が光を消す 
2.Frederic Victor Dickins 、 
1866 年 
ariake moon  アリアケの月 
86 
 
翻訳者、年 有明の月 日本語 
3.Clay McCauley、 1899 年  moon of dawn 夜明けの月 
4.Frederic Victor Dickins 、 
1909 年 
moonlight mid-autumn’s morn 
illumeth 
月光、中秋の朝の光 
5.William Porter、 1909年 the moon that shone the whole 




6.Howard Seymour Levy、 1976
年 
till the moon appeared at dawn 夜明けに月が現われた
ころまで 
7.Tom Galt、 1982 年 the moon is setting 
 
月の入りになっている 
8.Marie Myerscough、 1984 年 rising of the wan morning moon 薄い朝の月の出 
9.Steven Carter、 1991 年 moon of a Ninth Month dawn 九月の夜明けの月 
10.Joshua S.Mostow、 1996 年 the wan morning moon has come 
out  
朝の薄い月が出た 
11.Peter McMillan、 2008 年 moon(中略)at the cold light of 
dawn 
夜明けの薄い光の月 
12.Stuart Varnam-Atkin 、 
2011 と 2012 年 




13.Frank Watson、 2012 年 morning moon 朝の月 
14.Peter MacMillan、 2017 年 moon(中略)at the cold light of 
dawn 
夜明けの薄い光の月 
15.Peter MacMillan、 2018 年 2017 年の訳と同様  
 
15 人の内「有明の月」を「夜明けの月」と訳出しているものは 7 名、マコレー氏とレ
ビー氏、カーター氏、マクミラン氏（2008 年と 2017 年、2018 年の訳とも）、そしてアト
キン氏である。「朝の月」として訳しているのは同じく 6 名、ディキンズ氏（1865 年と
1909 年の訳）とポーター氏、マイヤスコー氏、モストウ氏、そしてワトソン氏である。














翻訳者、年  有明の月 日本語 
1.Noguchi Yone(野口  米次郎 )、 
1907 年  
morning moon 朝の月 
2.Komiya Suishin( 小 宮 水 心 ) 、 
1908 年 
ディキンズ 1866 同様  
3.Yoshida Ryūei （ 吉 田 龍 英 ）、 
1941 年 
ポーターと同様  
4.Honda Heihachirō ( 本 多 平 八
郎)、 1947 年 
morning moon 朝の月 
5.Yasuda Ken (安田健)、 1948年 morning’s pale September 
moon 
朝の薄い九月の月 
6.Miyata Haruo (宮田明夫)、 1981
年 
moon at dawn 夜明け時の月 
7.Takei Takamichi (武井隆道 )、 
1985 年 
at dawn （中略）the moon 夜明けに月 
8.James Kirkup 監修、 1989 年 the autumn moon grew 
pale/In the brightening 






9.Idei Mitsuya (出井光哉)、 1991
年 
the moon came at dawn 月が夜明けに出て来た 
10.Miyashita Emiko (宮下恵美子), 
Michael Dylan Welch、 2008 年 


















表 12. 81番歌の「有明の月」の外国人訳者の英訳 
翻訳者、年 有明の月 日本語 
1.Frederic Victor Dickins、 1865
年 
morning moon 朝の月 
2.Frederic Victor Dickins、 1866
年 
morning moon 朝の月 
3.Clay McCauley、 1899 年  moon of early dawn 早い夜明けの月 




翻訳者、年 有明の月 日本語 
4.Frederic Victor Dickins、 1909
年 
daybreak’s moon 夜明けの月 




6.Howard Seymour Levy、 1976年 dim moon remnant 微かな月が残っている 
7.Tom Galt、 1982 年 moon of early morning 早朝の月 
8.Marie Myerscough、 1984 年 morning moon 朝の月 
9.Steven Carter、 1991 年 moon in the dawn sky 夜明けの空の月 
10.Joshua S.Mostow、 1996 年 moon, pale in the 
morning sky 
朝の空に薄く出ている月 
11.Peter McMillan、 2008 年 pale moon in the dawn 
sky 
夜明けの空の薄い月 
12.Stuart Varnam-Atkin、 2011 と
2012 年 
moon in the morning 
light 
朝の光の中の月 
13.Frank Watson、 2012 年 morning moon 朝の月 
14.Peter MacMillan、  2017 年 pale moon in the sky of 
dawn 
夜明けの空の薄い月 
15.Peter MacMillan、 2018 年 2017 年と同様  
 
81 番歌の訳においては、「有明の月」を「夜明けの月」としているものは 6 訳、マコ
レー訳とディキンズ 1909 年訳、カーター訳、マクミラン 2008 年訳と 2017 年訳、2018 年
訳である。それに対し、「朝の月」としているのは 8 名、ディキンズ 1865 年と 1866 年訳、
ポーター訳、ガルト訳、マイヤスコー訳、モストウ訳、アトキン訳、ワトソン訳である。









When I looked 
in the direction 
of 
cuckoo bird’s cry 



























表 13. 81番歌の「有明の月」の日本人訳者の英訳 
翻訳者、年 有明の月 日本語 
1.Noguchi Yone(野口  米次郎 )、 
1907 年  
morning moon 朝の月 
2.Komiya Suishin( 小 宮 水 心 ) 、 
1908 年 
ディキンズ 1866 年同様  
3.Yoshida Ryūei （ 吉 田 龍 英 ）、 
1941 年 
ポーターと同様  
4.Honda Heihachirō ( 本 多 平 八
郎)、 1947 年 
morning moon 朝の月 
5.Yasuda Ken (安田健)、 1948年 daybreak’s moon 夜明けの月 
6.Miyata Haruo (宮田明夫)、 1981
年 
moon lone at daybreak 月、夜明けに独りで 
7.Takei Takamichi (武井隆道 )、 
1985 年 




8.James Kirkup 監修、 1989 年 white dawn moon 白い夜明けの月 
9.Idei Mitsuya (出井光哉、) 1991
年 
the moon before dawn 夜明け前の月 
10.Miyashita Emiko (宮下恵美子), 
Michael Dylan Welch、 2008 年 

























表 14. 2 番の歌、外国人の訳 
翻訳者、年 朝ぼらけ 日本語 
1.Frederic Victor Dickins 、 
1865 年 
breaking of the dawn 夜明け 
2.Frederic Victor Dickins 、 
1866 年 123 
breaking of the dawn 夜明け 




4.Frederic Victor Dickins 、 
1909 年 
dawning light of morning 朝の明けようとしてい
る光 




6.Howard Seymour Levy、1976 年 dawn 夜明け 
                                                   
123 歌番号が 54 になっている。 
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翻訳者、年 朝ぼらけ 日本語 
7.Tom Galt、 1982 年 sweet sunlight 甘美な日光 
8.Marie Myerscough、 1984 年 daybreak 夜明け 
9.Steven Carter、 1991 年 first faint light of day 日の最初の微かな光 
10.Joshua S.Mostow、 1996 年 first cold light of morning 朝の最初の冷たい光 
11.Peter McMillan、 2008 年 cold light of dawn 夜明けの冷たい光 
12.Stuart Varnam-Atkin、 2011
と 2012 年 
before the sun comes up 日が出る前 
13.Frank Watson、 2012 年 light of day 日の光 
14.Peter MacMillan、  2017 年 cold light of dawn 夜明けの冷たい光 





表で下線で示している 10 訳に（マコレー訳、ディキンズ 1909 年訳、ポーター訳、ガルト
訳、カーター訳、モストウ訳、マックミラン 2008 年と 2017 年、2018 年訳、ワトソン訳）
「light」（光）が訳出されている。ポーター訳は光という単語が出てこないが、「when 
I'm wakened by the sun」（太陽に起こされた）となっている。太陽に起こされるという
ことが、太陽が射しているからであるため、この訳にも光が暗示されている。その他の 4





例えば、マクミラン氏の 2017 年（2018年訳も同様）は以下のようである。 
 
Though the sun has risen, 
I know I can see you again 
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When it sets at dusk. 
Yet even so, how I hate 






ン訳だけである。アトキン訳では、「before the sun comes up」（日が出る前）となって
おり、アトキン氏のみが、「朝ぼらけ」を暗い時間帯として解釈していたことがわかる。 
 
表 15. 52番の歌、日本人の訳 
翻訳者、年 朝ぼらけ 日本語 
1.Noguchi Yone(野口 米次郎)、 1907
年  
breaking of dawn 夜明け 
2.Komiya Suishin(小宮水心)、 1908 年 ディキンズ 1966 年訳と
同様 
 
3.Yoshida Ryūei（吉田龍英）、 1941 年 ポーターと同様  
4.Honda Heihachirō (本多平八郎 )、 
1947 年 
省略  
5.Yasuda Ken (安田健)、 1948年 dawn 夜明け 
6.Miyata Haruo (宮田明夫)、 1981 年 dawning 夜明け 
7.Takei Takamichi (武井隆道)、 1985
年 
daybreak 夜明け 
8.James Kirkup 監修、 1989 年 dawn 夜明け 
9.Idei Mitsuya (出井光哉)、 1991 年 省略  
10.Miyashita Emiko ( 宮 下恵 美 子 ), morning glow 朝の光 
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翻訳者、年 朝ぼらけ 日本語 









表 16. 64番の歌、外国人の訳 
翻訳者 朝ぼらけ 日本語 




2.Frederic Victor Dickins、 1866年 dim grey light of early 
dawn 
早い夜明けの微かな光 
3.Clay McCauley、 1899 年  early dawn 早い夜明け 
4.Frederic Victor Dickins、 1909年 morning 朝 
5.William Porter、 1909年 past daybreak 夜明け後 
6.Howard Seymour Levy、 1976年 dawn breaks 夜が明ける 
7.Tom Galt、 1982 年 early dawn 早い夜明け 
8.Marie Myerscough、 1984 年 at dawn 夜明けの時に 
9.Steven Carter、 1991 年 morning’s first light 朝の最初の光 
10.Joshua S.Mostow、 1996 年 dawn breaks 夜が明ける 
11.Peter McMillan、 2008 年 dawn 夜明け 
12.Stuart Varnam-Atkin 、  2011 と
2012 年 
at dawn 夜明けの時 
13.Frank Watson、 2012 年 light of dawn 夜明けの光 
14.Peter MacMillan、 2017 年 dawn 夜明け 
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翻訳者 朝ぼらけ 日本語 










表 17. 64番の歌、日本人の訳 
翻訳者、年 朝ぼらけ 日本語 
1.Noguchi Yone(野口  米次郎 )、 
1907 年  
early morn 早い朝 
2.Komiya Suishin( 小 宮 水 心 ) 、 
1908 年 




4.Honda Heihachirō ( 本 多 平 八
郎)、 1947 年 
dawn 夜明け 
5.Yasuda Ken (安田健)、 1948年 daybreak light 夜明け光 
6.Miyata Haruo (宮田明夫)、 1981
年 
in the dawning light 夜が明ける光の中で 
7.Takei Takamichi (武井隆道 )、 
1985 年 
dawn 夜明け 
8.James Kirkup 監修、 1989 年 dawn 夜明け 
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9.Idei Mitsuya (出井光哉)、 1991
年 
dawn 夜明け 
10.Miyashita Emiko (宮下恵美子), 


















表 18. 30番の歌、外国人の訳 
翻訳者 有明の（月） 暁 日本語 




Dickins、 1865 年 
ari-aké of 
the dawn 
akads ’ ki of 
breaking morn 





Dickins、 1866 年 
ariake-
moonbeams 124 (
akadski125 ア リ ア ケ
月 光 、 朝
アカツキ 
                                                   
124 「有明」について「アリアケは一晩中照っている月を示す表現である」（Ariake is a term 
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翻訳者 有明の（月） 暁 日本語 
有 明 け の
月 
暁 










Dickins、 1909 年 
moon of 
morning 
daybreak 朝の月 夜明け 





day ’ s returning 
dawn 





Levy、 1976 年 
broke the 
dawn 

















late moon hours before dawn 遅い月 夜明け前の時
間 
10.Joshua S.Mostow 、 
1996 年 
morning moon break of day 朝の月 夜明け 
11.Peter McMillan 、 
2008 年 
morning moon hour before dawn 朝の月 夜明け前の時
間 
                                                                                                                                                     
applied to the moon when she shines throughout the night）と説明が加えられている。 
125 「暁」は「暁は夜明けである。これは恋人が立ち去らないといけない時である。妬ましい
月がまだ空に残っており、月光が夜明けの灰色の光と混ざる。（Akadski is “the dawn 
of the day,” when the lover must depart, while the envied moon still lingers in 
the sky, mingling her rays with the grey beams of the dawn.）と説明されている。 
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翻訳者 有明の（月） 暁 日本語 
有 明 け の
月 
暁 
12.Stuart Varnam Atkin 
2011 と 2012 年 
daybreak 
moon 





Cold dawn, a 
waning moon 
break of day 冷 た い 夜
明 け 、 下
弦の月 
夜明け 
14.Peter MacMillan 、 
2017 年 












暗さと明るさが矛盾しているのは、マクミラン氏の 3 訳である。2008 年の訳は以下のよ
うになっている。 
 
Nothing is so miserable 
As the hour before dawn 
Since I parted from you 
The look on your face then 








るので、歌内に時間の矛盾が生じかねない。2017 年と 2018 年の訳でも同様に訳している。 
唯一歌全体を暗い時間帯として訳しているのは、カーター氏である。 
 
Since the parting 
When I saw that distant look 
In the late moon’s glare, 
nothing seems more cruel to me 









表 19. 30番の歌、日本人の訳 
翻訳者 有明の(月) 暁 日本語 




米次郎)、 1907 年  
morning moon early morning 朝の月 早朝 
2.Komiya Suishin(小
宮水心)、 1908 年 
the moonbeam 
lingers still in 
the morning heaven 
morning moon 月 光 が ま
だ 朝 の 天




田龍英）、 1941 年 
ポーターと同様 ポーターと同様   
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翻訳者 有明の(月) 暁 日本語 






morning moon dawn 朝の月 夜明け 
5.Yasuda Ken (安田
健)、 1948 年 
dawn daybreak 夜明け 夜明け 
6.Miyata Haruo (宮
田明夫)、 1981 年 









morning moon dawn 朝の月 夜明け 
9.Idei Mitsuya (出
井光哉)、 1991 年 




( 宮 下 恵 美 子 ), 
Michael Dylan 
Welch、 2008年 
















表 20. 31番の歌、外国人の訳 
























at the break 
of day 
morning moon 夜明けの時 朝の月 
4.Frederic Victor 
Dickins、 1909 年 
at dawn of 
day 




5.William Porter 、 
1909 年 
night morning moon 夜 朝の月 
6.Howard Seymour 
Levy、1976 年 
early dawn remnant moon 早い夜明け 残っている月 
7.Tom Galt、 1982 年 before 
daybreak 
moonlight 夜明けの前 月光 

















10.Joshua S.Mostow 、 
1996 年 
at dawn lingering moon 夜明けの時 残月 
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翻訳者 朝ぼらけ 有明の月 日本語 
朝ぼらけ 有明の月 
11.Peter McMillan 、 
2008 年 





Atkin、 2011と 2012年 
dawn pale moonlight 夜明け 薄い月光 
13.Frank Watson、 2012
年 
at dayligh waning moon 昼光の時 下弦の月 
14.Peter MacMillan 、 
2017 年 
省略 moonlight of 
dawn 
 夜明けの月光 
15.Peter MacMillan 、 
2018 年 








The first light 
Over Yoshino village－ 
The snow has piled 
so deep, so white 
I cannot tell it from the  









が生じている。2017 年と 2018 年の訳では「朝ぼらけ」が省略されており。「moonlight 
of dawn」（夜明けの月光）のみが訳出されている。これにより矛盾が解消されている。 
 
表 21. 31番の歌、日本人の訳 
翻訳者 朝ぼらけ 有明の月 日本語 
朝ぼらけ 有明の月 
1.Noguchi Yone(野口 
米次郎)、 1907 年 
省略 morning moon  朝の月 
2.Komiya Suishin(小
宮水心)、 1908 年 
now clearly broke 
the dawning day 
moon 明けようとし





田龍英）、 1941 年 




dawn of day moon shine 日の夜明け 月光 
5.Yasuda Ken (安田
健)、1948年 
dawn daybreak moon 夜明け 夜明け月 
6.Miyata Haruo ( 宮
田明夫)、 1981 年 







(武井隆道)、 1985 年 
The morning is 
about to begin 








when the sun rose dawn moon 日が出た時 夜明けの月 
9.Idei Mitsuya ( 出
井光哉)、 1991 年 
first light late moon 最初の光 遅い月 
10.Miyashita Emiko daybreak dawn moon 夜明け 夜明け月 
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翻訳者 朝ぼらけ 有明の月 日本語 
朝ぼらけ 有明の月 

























































































































                                                   
126 長谷川哲夫（2015）『百人一首私注』風間書房 142 頁 































                                                   
128 吉海直人（1993）『百人一首の新考察』世界思想社 101－104 頁参照 































                                                   
130 小林賢章（2012）『「アサボラケ」考』同志社女子大学学術研究年報 63 号 153 頁 































                                                   
132 徳原茂美（2015）『百人一首の研究』和泉書院 190 頁 









「有明（の月）」を定家は 54 首に詠んでおり 134、好んでいた表現であったと思われる。
この次に多いのは、「暁」であり、計 28 首に詠んでいる 135。最も少ないのは「朝ぼら
け」であり、僅か 6 首に詠んでいるのみである 136。この定家歌の内、『百人一首』所収歌
の本歌取り、あるいは同類の歌と考えられるのは、以下の歌である 137。 
379 番 138 かへるさの物とや人のながむらん待つ夜ながらの在明の月（21 番） 
700 番 なが月の月の在明の時雨ゆゑあすの紅葉の色もうらめし（21番） 
901 番 春来ぬとけさみよしのの朝ぼらけ昨日はかすむ峰の雪かは（31 番） 
1091 番 おほかたの月もつれなき鍾の音に猶うらめしき在明の空（30 番） 
1658 番 雲さえて峰のはつ雪ふりぬれば有明の外に月ぞ残れる（31番、81 番） 
2122 番 御吉野のみゆきふりしく里からは時しもわかぬ有明の空（31 番） 
2151 番 花の香もかすみてしたふ有明をつれなくみえて帰る雁がね（30 番） 
2627 番 あり明の暁よりもうかりけりほしのまぎれのよひの別れは（30 番） 
員外 38 番 長月の有明の月のあなたまで心はふくる星あひの空（21番） 
                                                   
134 拾遺愚草 56 番、88 番、141 番、144 番、236 番、349 番、379 番、668 番、680 番、699 番、
700 番、909 番、935 番、983 番、1030 番、1091 番、1260 番、1294 番、1317 番、1329 番、
1494 番、1593 番、1658 番、1787 番、1967 番、2034 番、2060 番、2122 番、2151 番、2263
番、2411 番、2442 番、2457 番、2540 番、2559 番、2607 番、2627 番、2698 番、2744 番、
2762 番、2971 番、2974 番、2985 番、拾遺愚草員外 38 番、320 番、374 番、565 番、649 番。
歌番号は新編国歌大観による。 
135 拾遺愚草 243 番、466 番、481 番、529 番、581 番、786 番、871 番、976 番、991 番、1024
番、1085 番、1115 番、1200 番、1465 番、1566 番、1794 番、2050 番、2323 番、2627 番、
2788 番 拾遺愚草員外 31 番、358 番、437 番、450 番、460 番、644 番、718 番、751 番。
歌番号が新編国歌大観による。 
136 拾遺愚草 604 番、901 番、1502 番、2039 番、2676 番 拾遺愚草員外 530 番。歌番号は新編
国歌大観による。 
137 本文は新編国歌大観による。 
138 新古今集にも 1206 番（新編国歌大観）に収録されている。 
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員外 66 番 まだふかきあり明けの空もそらきりて雪にくまなき遠近の峰（31 番） 
員外 649 番 昔みし秋やいくよの古郷にいまも在明の月ぞのこれる（81 番） 
 
























                                                   
139 久保田淳（1985）『藤原定家全歌集上』河出書房新社 63 頁 
140 久保田淳（1985）『藤原定家全歌集上』河出書房新社 107 頁 







『百人一首』30 番歌と同類の歌を 1091 番と 2151 番、2627 番の 3 首確認できた。1091
番の本歌として久保田氏が『百人一首』30 番を挙げている。30 番で「暁」が恨めしく思
われているのに対し、この歌では暁を告げる鐘と「有明の月」が恨めしく思われる。暁の



















1658 番は、『百人一首』31 番と 81番とも同類の歌である。久保田氏はこの歌を、 
「雲が冷たく冴えて峯に初雪が降ると、有明の月の他にも月が残ってその雪をさえ
                                                   




























52 番歌に対する解釈と、徳原氏の 64 番歌に対する解釈が妥当である。小林氏が「朝ぼら
け」を午前 3時からの、暗い時間帯として特定しているが、他の作品の解釈として可能で
あっても、『百人一首』所収歌の場合、認められない。 
                                                   
143 久保田淳（1985）『藤原定家全歌集上』河出書房新社 243 頁 










































































作者の解釈、② 勅撰集の撰者の解釈、③ 定家の解釈、④ 定家以前、あるいは同時代の






















































































































付録 1.『千載百人一首倭寿』とポーター訳、清濁の相違（2.2 章） 
 千載百人一首倭寿 ポーター訳 
2番 かく山 kaguyama 
7番 いてし ideshi 
11番 わた wada 
13番 がわ kawa 
20番 ぬれは nureba 




25番 しられて shirarede 
49番 えし eji 
54番 ともかな tomogana 
59番 ねなまし nenamaji 
64番 あじろき ajirogi 
71番 ざれば/かどた sareba/kadoda 
72番 かけし kakeji 
73番 ざくら sakura 
75番 ちきり chigiri 
90番 おしま/かはらず ojima/kawaraji 











付録 3. 英訳で詠歌主体の性別が明確にされている歌（3 章） 
歌
人 




















































































1 d  j  d d    d   d     d d         j     d
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2 d    d    d    d           d        j j          d d  
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4  d   d         j d      d       j j      j          j 
5     d             d  j    d    j     j          d   
6 d    d d        j     d      d j         j j          
7     d   d   d        d d   d d   j        d j      j d   
8                                              
9                                              
1
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1
1 
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翻訳者 英訳 序詞と主想の関係 
1.Frederic Victor 
Dickins1865 年 
Like humble Asaji, amid 
The reeds of Ono’s moor hid, 
I strive my passion were conceal 
But as its fruit the Asaji: 
So my ardent love for thee 





Like humble Asajiu amid 
The reeds of Ono’s moor hid, 
I would my passion were concealed 




翻訳者 英訳 序詞と主想の関係 
By my too ardent love for you 
My secret passion stands revealed  
3.Clay McCauley 
1899 年  
Bamboo-growing plain, 
With a small-field bearing reeds! 
Though I bear my lot, 
Why is it too much to bear? 





Like moorland waste, 
o’erborne with low bamboo bush, 
o’erborne with love 
I will not be, yet ever, 




‘Tis easier to hide the reeds 
Upon the moor that grow, 
Than try to hide the ardent love 
That sets my cheeks aglow 










the small bamboo 





can’t be repressed.  
比喩（直喩） 
7.Tom Galt The tough bamboo-weed 明確でない 
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翻訳者 英訳 序詞と主想の関係 
1982 年 And the soft pussy willow 
Grow again when cut. 
Why is love of a lady 
More than a man can endure? 
8.Marie Myerscough  
1984 年 
Lik the rampant bamboo 
Covers over the field 
I've hidden my love 
for my adored one‐ 




Like yearning bamboo 
Hidden in the grassy fields, 
I longed in secret 。 Why now has my 
love for you 




Though I reveal my love 
As sparingly as the sparse reeds 
That grow in low bamboo fields, 
It overwhelms me-why is it 




Though I scarcely show 
my secret feelings 
like those few reeds 
sprouting unnoticed 
in low bamboo, 
they are too much 
for me to hide. 
Why do I love you 
比喩（直喩） 
12.Stuart Varnam- My feeling I try to hide away, 比喩（直喩） 
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翻訳者 英訳 序詞と主想の関係 
Atkin 
2011 と 2012 年 
Hidden like the low bamboo 
But like the reeds they sometimes 
sprout... 




Among a field of reeds― 
Though I've concealed myself so far, 
I wonder if my love for you 
Is too much to hide. 
比喩（隠喩） 
14.Peter MacMillan  
2017 年 
I try to conceal my feelings 
but they are too much to bear― 
like reeds hidden in the low bamboo 
of this desolate plain. 




I try to conceal my feelings 
but they are too much to bear― 
like reeds hidden in the low bamboo 
of this desolate plain. 










1907 年  
Tis too much to keep secret. (Oh I would 
My heart were unrevealed like that 
Of grass-grown One's bamboo bush!) 




I would conceal my passion like the reeds of 
Ono moor/were hidden, but my secret passion 


















I try to conceal 
My feelings in vain, for so 
Great is my love, -my 
 Love for you-that 'twill reveal 






Though I can live through 
 and bear Ono's lone thickets 
 where dwarf bamboos grow 
With miscanthus-grass, for you  






Like reeds in the moor, 
Concealed among the weedy growths, 
My love I've borne deep, 
Till, prudence having been spent, 






Like the small bamboos under bushes of field 
Ono,my/love I have concealed in my heart. 
But now it has grown/so strong. I cannot 




As the small bamboo fields 
Keep filling up with dewdrops, 











1991 年  
On this plain of bamboo grass 
It is the reeds 
That stand out now 








like the thin bamboo 
hidden in the fields of cogon-grass, 
I have tried to hide my love, 
but I can no longer restrain myself- 




付録 6. 「さよふけて」の英訳（4.2.3 章） 
59番の歌：「さよふけて」に当たるところを下線で示している。 
94番歌：下線①は「秋が更ける」、下線②は「風が吹く」、下線③は「夜が更ける」。 




I seek, but cannot find 
repose/And far into the 
sleepless night/I watch the moon 
till nigh the close/Of her 
celestial path of light. 
When the ② autumn gusts 
sweep/Down Miyoshino's 
steep,/From lonely village 
home of yore/The sound of 
beating of the cloth,/Till 
chilly night is well nigh 
o'er,/Comes borne upon the 




I wait thy coming, love-
repose/Veils not mine eyes-far 
in the night/I watch the moon 
till nigh the close/Of her 
Now ② autumn-gusts sweep/Down 
Miyoshino's steep,/And ③ far 
into the night so drear/The 
sound of beating of the 
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翻訳者 59 番 94番 
celestial path of light.  cloth,/Borne to me  on the 
night-wind forth,/From my 
lonely village home, I hear. 
3.Clay McCauley 
1899 年 
Better to have slept/Care-free, 
than to keep vain watch/Through 
the passing night,/Till I saw 
the lonely moon./Traverse her 
descending path. 
From mount Yoshino/ ② Blows a 
chill, autumnal wind,/In the 
③ deepening night. /Cold the 
ancient hamlet is;-/Sounds of 
beating cloth I hear. 
4.Noguchi 
Yone( 野 口  米 次
郎) 1907年 
I should not wait for him,/But 
go to sleep. Alas, I have been 
gazing/Upon the moon in deep 
night/Till she begins to fall 
Down Miyoshino the ② Atumn 
wind blows,/The night is 
deep:/ 
The beating sound of 
cloth/From my mountain home is 
cold. 
5.Komiya 
Suishin( 小 宮 水
心) 1908 年 
I waited you comming all through 
the night and vainly/watched the 
moon till se reaches the close 
of her celestial path of light. 
Now ② autumn wind sweeps down 
the steep of Miyoshi/no and I 
hear the sound of beating of 
cloth borne forth to me by the 
night wind, from my lovely 




In doubt and trouble/I cannot 
sleep the night through,/and 
yonder moon/alas!I now see 
sinking,/tells me the night is 
failing! 
'T is long past midnight,/and 
②autumn gales are blowing/all 
o'er fair Yóshino,/of new 
cloth through the 
chillness/the sound of beating 
wafting/my village home 
recalling. 
7.William Porter Waiting and hoping for thy Around Mount Miyoshino ’ s 
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翻訳者 59 番 94番 
1909 年 step,/ 
Sleepless in bed I lie,/All 
through the night, until the 
moon,/Leaving her post on 
high,/Slips sideways down the 
sky. 
crest/The ② autumn winds blow 
drear;/The villagers are 
beating cloth,/Their merry din 








平八郎) 1947 年 
If I had but known/You would not 
come, at ease then/I should have 
slept. Now /Alas! Here I sit 
alone/To see the setting moon in 
vain 
O how cold and drear/ ② It 
blows down Mt. Yoshino!/And on 
this lone night/Of autumn 
somewhere I hear /The sounds 
of beating cloth go. 
10.Yasuda Ken 
(安田健) 1948 年 
Better to have gone/To retire 
than keep wain watch/Through the 
night alone/Till the moon that 
circled high/Moves toward the 
western sky 
② Autumn breezes blow/ ③ Deep 
into night from the peak/Of 
Mt. Yoshino/,And the fulling-
block sounds cold/At my hamlet 




I/Expected/to go to bed/ 
sure/of your arrival/ 
only/to look/through/ 
night depths/at/the setting 
moon. 
② Down blow/autumn wind/from 






Never lingering,/Well I might 
have gone to bed,/But, deep into 
night,/For your sake I lay 
From Mount Yoshino/The ②
autumn winds passing,/The 
night is far spent,/And chill 
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翻訳者 59 番 94番 
awake,/Till I saw the setting 
moon. 
in this old hamlet/There echo 
sounds of beating cloth./ 
13.Tom Galt 1982
年 
Not troubling myself/I should 
have just gone to sleep/As the 
evening went/Into night. Instead 
I wait/And see the moon tip 
downward.  
Dusk and ② autumn wind/ From 
Beautiful-Luck-Field Hill,/My 
little village,/The dismal 
chill, sounds of cloth/Beaten 




You said you would 
come./Sleepless I waited./All 
the while the night wore on/And 
the moon went down. 
 
15.Takei 
Takamichi ( 武 井
隆道) 1985 年 
I might have gone to bed in 
peace: but I have been counting 
on you to come, only to watch 
the moon sink in the west. 
② Chilly breeze blows down 
from the mountains late in 
this 
Autumn night. In old Yoshino I 




If you had not said you were 
coming,/I might have gone to bed 
early./But while I was waiting 
for you,/I saw the moon setting 
in the west. 
③Night is drawing to a close 
in the fall ② wind/That is 
blowing down to the 
mountains./The old Capital of 
Yoshino is cold./I hear the 




Yes, now I sit and watch the 
moon/And wonder if it might not 
have been/Wiser to seek repose 
and sleep/Than wait through the 
lonely hours/In vane for you to 
Now ③night draws nigh,/As the 
② wind comes/Down from Mount 
Yoshino./In the chill over the 








I could just as well/have slept 
instead of waiting/late into the 
night;/but here I am, up to 
see/the setting of the moon. 
In fair Yoshino/②autumn winds 
blow from the mountains,/ ③
late into the night;/and cold 
in the old capital-/the sound 
of mallet on block. 
19.Joshua 
S.Mostow 1996 年 
Though I ’ d have preferred/to 
have gone off to bed/without 
hesitating,/the night deepened 
and/I watched the moon till it 
set! 
Fair Yoshino/the② autumn wind 
in its mountains/③deepens the 
night and/in the former 
capital, cold/I hear the 
fulling of cloth. 
20.Peter 
McMillan 2008 年 
If I had known/you would not 
come/I could have gone to 
bed./Instead I waited/through 
the deepening night,/but all 
that I got to meet/was the moon 
setting at dawn. 
The ②autumn wind/blowing down 
/the mountain/③ brings on the 
night./At the old capital/of 
Yoshino/it gets colder,/and I 




子 ), Michael 
Dylan Welch 2008
年 
if I had known you would not 
come,/I would have gone to bead 
earlier,/but now, I have stayed 
up late/watching the moon/till 
it fell in the west 
the ② autumn wind blows/from 
the mountains of Yoshino/ ③
deep into the night-/as the 
ancient capital grows 
colder/the villagers beat 
fabric into softness 
22.Stuart 
Varnam-Atkin 
2011 と 2012 年 
How much better to have gone to 
bed/Than waiting for you, I thin
― /All the way through the 
tedious night/Till the moon 
began to sink! 
A ② cold mountain 
wind/Envelops Yoshino 
tonight;/The sound of cloth 
being pounded/Echoes ③through 
the night.  
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翻訳者 59 番 94番 
23.Frank Watson 
2012 年 
I waited/But should’ve slept―
/Alas, the night grew late,/And 
I saw/The setting moon 
Seeing Yoshino ― /The 
mountain ’ s ② autumn 
wind/Blowing as the ③ night 
grows old/My hometown cold/The 
beating of the robes 
24.Peter 
MacMillan 2017 年 
I should have gone to sleep/but, 
thinking you would come,/I 
watched the moon/throughout the 
night/till it sank before dawn. 
A cold mountain ② wind blows 
down/on my old home in 
Yoshino,/and as the ③ autumn 
night deepens/I can hear the 
chilly pounding/of cloth being 
fulled. 
25.Peter 
MacMillan 2018 年 
2017 年と同様 A cold mountain ② wind blows 
down/on the old capital of 
Yoshino,/and as the ③ autumn 
night deepens/I can hear the 
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